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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　穀物を収容する穀物供給ホッパーと、
　前記穀物供給ホッパーから供給される穀物が外部空気流入口から流入する空気とともに
空気吸入力により移動するように案内する搬送管と、
　前記搬送管の末端に連結される穀物吐出管と、前記穀物吐出管と連結される水平部及び
穀物を落下させる下向き曲面部を有し、穀物及び異物を分離する分離管と、
　前記分離管の曲面部の下部に連結されて所定量ずつ穀物を排出するロータリー弁と、
　前記分離管の上側に連結されて分離された異物を外部に排出する排気管及び前記排気管
の末端に連結されて前記排気管の末端から空気を吸入することにより、前記空気吸入力を
前記排気管、前記分離管、前記穀物吐出管及び前記搬送管において発生させるリングブロ
ワーを有する空気吸引手段と、
　を備える空気を用いた穀物搬送装置において、
　前記穀物吐出管の内径及び前記分離管の内径間の割合が０．４～０．５：１になるよう
に前記穀物吐出管の内径が前記分離管の内径よりも小さく形成され、
　前記穀物吐出管における穀物を前記分離管に吐出する先端は、前記分離管を閉鎖しなが
ら前記分離管と前記穀物吐出管とを係合させる仕上げ板の下側において、前記仕上げ板を
貫通するように取り付けられ、
　前記穀物吐出管における穀物を吐出する先端の下部には切断傾斜面を形成して、内径の
大きな前記分離管の水平部の下側に穀物が吐き出されるようにした、空気を用いた穀物搬
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送装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気を用いた穀物搬送装置に係り、更に詳しくは、空気の吸入力を用いて穀
物加工機械に投入し易い個所に穀物を移動させながら異物を効率よく回収するとともに、
衝撃なしに穀物を移動及び分離して穀物の損傷を防ぐようにした、空気を用いた穀物搬送
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、空気を用いた穀物搬送装置とは、空気送風方式や空気吸入方式を用いて穀物を
所望の穀物加工機械又は貯留所に搬送するものをいう。
【０００３】
　例えば、前記空気送風方式としては、「風圧を用いた穀物搬送装置の穀物吐出用ノズル
」（特許文献１）及び「農水産物搬送装置」（特許文献２）が提案されている。
【０００４】
　前記特許文献１及び特許文献２は、穀物を搬送し且つ送出するために流体又は空気を利
用するものであり、流体又は空気が穀物と直接的に接触しながら移動するときに渦流及び
衝突などにより穀物の損傷が発生して異物とともに排出されるため損失が増大した。
【０００５】
　他の空気送風方式としては、「風圧式穀物乗降機」（特許文献３）及び「空圧を用いた
送出装置」（特許文献４）が提案されている。
【０００６】
　前記特許文献３及び特許文献４は、空気を吹き付けて穀物を移動させながら異物を分離
する構造のものであり、この場合にもまた、空気と穀物とが接触するときの衝撃と、穀物
がろ過網または狭い出口に流入するときの衝突による衝撃などにより穀物の損傷が発生し
て異物とともに排出されるため損失が増大した。
【０００７】
　一方、空気吸入方式としては、「穀物吸引搬送装置」（特許文献５）が提案されている
。前記特許文献５は、空気の吸入力を用いて穀物を搬送するため搬送過程においては穀物
の損傷が僅かであるとはいえ、穀物の搬送後に異物と分離するために穀物受体に衝突した
穀物を下部に分散させて落下させ、比較的に比重の軽い異物を上側の空気吸入口に排出す
るとき、穀物受体に衝突した穀物は損傷が発生するため穀物の回収率が低下してしまうと
いう問題が発生した。なお、特許文献５は、分離筒の構造が複雑であるとともに体積が大
きく、しかも、高価な製造コスト及びメンテナンスコストがかかるという不具合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】大韓民国登録実用新案第２０－００９４６６２号（１９９５年１０月０４
日付け公告）
【特許文献２】大韓民国登録実用新案第２０－０４１０４３５号（２００６年０３月０９
日付け公告）
【特許文献３】大韓民国登録実用新案第２０－１９９０－０００９１５４号（１９９０年
１０月０６日付け公告）
【特許文献４】大韓民国登録実用新案第２０－０３０９７９５号（２００３年０４月１１
日付け公告）
【特許文献５】日本国登録特許公報第４３２７８２１号（２００９年０９月０９日付け発
行）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００９】
　したがって、本発明は上述した従来の問題を解消するために案出されたものであり、本
発明の目的は、空気の吸入力を用いて穀物加工機械又は貯留所などに投入し易い分離管の
位置まで穀物を搬送した後に分離して穀物は落下させて排出し、異物は上部の空気排気管
に排出するとき、衝突による穀物の損傷を防ぎ、分離作業の効率性を増大させるとともに
閉塞を防ぐためにその構造をコンパクトに改良することにより、穀物の回収率が高くなり
、製造コストが節減され、管理し易く、しかも経済性に富んだ空気を用いた穀物搬送装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記目的を達成するための本発明の空気を用いた穀物搬送装置は、 穀物を収容する穀
物供給ホッパーと、前記穀物供給ホッパーから供給される穀物が外部空気流入口から流入
する空気とともに空気吸入力により移動するように案内する搬送管と、前記搬送管の末端
に連結される穀物吐出管と、前記穀物吐出管と連結される水平部及び穀物を落下させる下
向き曲面部を有し、穀物及び異物を分離する分離管と、前記分離管の曲面部の下部に連結
されて所定量ずつ穀物を排出するロータリー弁と、分離された異物を外部に排出する排気
管及び前記排気管の末端に連結されて空気を吸入するリングブロワーを有する空気吸引手
段を備え、前記穀物吐出管の先端は、分離管の係合部分を閉鎖する仕上げ板の下側に貫通
するように取り付け、前記穀物吐出管の内径及び分離管の内径間の割合が０．４～０．５
：１になるように前記穀物吐出管２の内径を前記分離管３の内径よりも小さく形成して、
圧力差の変化により分離管の内圧が低くなるようにし、前記穀物吐出管の先端の下部には
穀物搬送管に向かって傾く切断傾斜面を形成して、分離管の上側に連結される排気管に排
出される空気の影響を受けないように上部を覆って内径の大きな分離管の水平部のある下
側に穀物が吐き出されるようにしたことを技術的な構成上の特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、大型化に適した送風圧送方式ではなく、吸入力による搬送方式を採用
するのでコンパクトな構成とすることができ、吐出管の先端に吐き出された穀物が圧力の
低下及び比重差により分離管の水平部の底面に載せられるときに比重の低い異物は排気管
に排出され易く、次から次へと搬送される次の穀物の搬送弾力により先入された穀物が真
空ロータリー弁に向かって自然に大きな衝突の発生なしに押されて落下するので、分離作
業の効率性の増大を図ることができ、穀物の損傷が防がれて穀物の回収率の増大を図るこ
とができる。
【００１２】
　また、本発明によれば、分離管の水平部に穀物が積もって閉塞されるときに空気噴射ノ
ズルを作動させて穀物を真空ロータリー弁に向かって落下させることにより、連続して作
業を行うことができ、生産性が増大され、その構造が既存の装備に比べて非常にコンパク
トであるので製造コストが節減され、管理し易く、しかも、経済性に富んでいる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る空気を用いた穀物搬送装置を概略的に示す正面図である。
【図２】本発明に係る空気を用いた穀物搬送装置の要部の作動状態を示す一部拡大断面図
である。
【図３】本発明に係る空気を用いた穀物搬送装置の排気管の取付け位置の各実施形態を拡
大して示す概略図である。
【図４】本発明に係る空気を用いた穀物搬送装置の要部である吐出管及び分離管並びに空
気噴射ノズルの組み合わせ状態を示す分解斜視図である。
【図５】本発明に係る空気を用いた穀物搬送装置の空気噴射ノズルの作動状態を示す一部
拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
　以下、添付図面に基づいて、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
【００１５】
　本発明の空気を用いた穀物搬送装置は、既存の送風圧送方式ではなく、吸入力による搬
送方式を採用したものであり、添付の図１に示すように、穀物を収容する穀物供給ホッパ
ー１０と、前記穀物供給ホッパー１０から供給される穀物が外部空気流入口１１から流入
する空気とともに空気吸入力により穀物加工機械１２の上側に移動するように案内する搬
送管１３と、前記搬送管１３から供給された後に穀物を穀物加工機械１２の穀物回収ホッ
パー１４に落下させる真空ロータリー弁１５と、分離された異物を外部に排出する排気管
１６及び前記排気管１６の末端に連結されて空気を吸入するリングブロワー１７１を有す
る空気吸引手段１７を備える。
【００１６】
　また、前記搬送管１３は、多数の直線状及びエルボ状の管を通常のソケット、管継ぎ金
具などを用いて連結してなるが、添付の図１の要部拡大部分でのように、初期に穀物供給
ホッパー１０の排出口及び外部空気流入口１１と連結される漏斗状の入口部１３'は、穀
物の円滑な流入を補助するために内径がやや大きく形成され、且つ、レジューサー１３１
に連結して穀物及び空気が一緒に移動するように構成される。
　また、前記穀物加工機械１２は、精米、焙煎、洗浄、乾燥、混合などの機能を行ういず
れか一つの装置である。
【００１７】
　更に、前記穀物回収ホッパー１４は、搬送管１３に移動される穀物を穀物加工機械１２
に供給可能なように貯留する場所であり、その上部に配置される真空ロータリー弁１５は
、空気の吸入力が搬送管１３に伝わるように穀物回収ホッパー１４の通路を閉鎖していて
、収集された穀物を落下させるときにのみ回転するように作動される。
【００１８】
　更にまた、前記排気管１６もまた、多数の直線状及びエルボ状の管を通常のソケット、
管継ぎ金具などを用いて連結してなり、末端に空気吸引手段１７であるリングブロワー１
７１を連結して搬送管１３及び排気管１６内にある空気を吸入して排出しながら穀物の搬
送のための気流を生じさせるように構成される。
【００１９】
　加えて、前記吸引手段１７には、分離される異物が回収可能なように通常のフィルター
を有するサイクロン方式の集塵器１７２を取り付ける。
　前記異物としては、虫、糸屑、籾などが挙げられる。
【００２０】
　一方、本発明の核心技術は、搬送される穀物に衝撃が発生することを極力抑えて損傷を
防ぐとともに、異物が分離され易いようにその構造をコンパクトに改良して回収率を増大
させることであり、添付の図２及び図３に示すように、前記搬送管１３の末端には先端が
開放された穀物吐出管２を取り付け、前記吐出管２と連結される水平部３１及びロータリ
ー弁１５の流入口に連結される下向き曲面部３２を有し、穀物及び異物を分離する分離管
３を設ける。
【００２１】
　また、前記吐出管２の内径を分離管３の内径よりも小さく形成して分離管３の内圧が圧
力差の変化により低くなるようにする。
【００２２】
　更に、前記吐出管２の先端は、分離管３の係合部分を閉鎖する仕上げ板３３の下側に貫
通するように取り付け、穀物及び空気を吸入して移動させながら比重の軽い異物を排出す
るために前記吐出管２の先端の上部に位置するように排気管１６の入口を連結する。
【００２３】
　すなわち、前記排気管１６の入口は、添付の図３の（Ａ）に示すように、吐出管２の先
端の上部に位置する分離管３に連結されるか、或いは、図３の（Ｂ）、（Ｃ）に示すよう
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に、異物を排出するために、分離管３を閉鎖しながら吐出管２を係合する仕上げ板３３の
上側に斜め又は水平の状態で連結される。
【００２４】
　更にまた、前記吐出管２の先端の下部には、穀物搬送管１３に向かって傾く切断傾斜面
２１を形成する。すなわち、前記切断傾斜面２１が吐出管２の先端の上部から下部へと繋
がるときに穀物搬送管１３に向かって傾くように形成する理由は、前記切断傾斜面２１が
、上側に連結された排気管１６に排出される空気の影響を受けないように上部を覆う遮断
板の役割を果たすとともに、吐き出される穀物が開放面積の広くなった傾斜面２１の部分
から内径の大きな分離管３の水平部３１のある下側に向かって拡散されるようにし、連続
して押し出される穀物により順次に押されて真空ロータリー弁１５に穀物が落下して積載
されるようにするためである。
【００２５】
　一方、空気吸引手段１７のリングブロワー１７１の吸入力により穀物供給ホッパー１０
に満たされた穀物を円滑に移動させるために、前記吐出管２の内径及び分離管３の内径間
の割合は０．４～０．５：１にし、前記分離管３の内径及び排気管１６の内径間の割合は
０．５～０．６：１にする。
【００２６】
　また、空気吸引手段１７のリングブロワー１７１の吸入力により穀物供給ホッパー１０
にある穀物を穀物加工機械１２の上部に取り付けられた穀物回収ホッパー１４に搬送させ
るとき、分離管３及びロータリー弁１５の部分の空間は閉鎖された状態であり、搬送管１
３の流入部１３'の部分は開放された状態であるため、リングブロワー１７１の吸入力は
穀物及び外部空気を搬送する気流の作用力につながって搬送管１３の末端にある穀物吐出
管２に向かって穀物を移動させて圧力の低くなった分離管３の水平部３１の内部に穀物を
移動させ、連続して押し出される穀物により順次に押されて落下して積載された穀物を真
空ロータリー弁１５の作動により穀物回収ホッパー１４に排出する。
【００２７】
　更に、分離管３の水平部３１に移動された穀物は、比重により排気管１６に排出されず
、底面に接しながら次から次へと搬送される穀物に押されて順次にロータリー弁１５に向
かって落下できずに積もって分離管３の水平部３１が閉塞されることがあるため、これを
防ぐために、添付の図４及び図５に示すように、分離管３の係合部分を閉鎖する仕上げ板
３３の上側に空気噴射ノズル４を取り付ける。
【００２８】
　更にまた、ロータリー弁１５の入口又は穀物回収ホッパー１４の入口にセンサー（図示
せず）を取り付けて、穀物が落下して積もらないときにセンサーがこれを感知するように
し、センサーの信号に基づいて前記空気噴射ノズル４が作動するようにする。
【００２９】
　次いで、上述したような構成を有する本発明の空気を用いた穀物搬送装置の作動過程に
ついて説明する。
【００３０】
　本発明は、空気の吸入力を用いて気流を生じさせて穀物を搬送するものであるため、空
気吸引手段１７のリングブロワー１７１の容量と、搬送管１３、排気管１６、吐出管２及
び分離管３の規格が最も重要である。
【００３１】
　このため、本発明の実施形態においては、リングブロワー１７１を２．５Ｋｗ～３．７
Ｋｗ、４～５ＨＰ、吸入２，５００～２，８００ｍｍＡｑとし、分離管３の内径を１００
φとし、それを基準として、搬送管１３及び吐出管２の内径を４０～５０φとし、穀物供
給ホッパー１０の排出口及び外部空気流入口１１と連結される搬送管１３の部分の内径を
５５～６５φとしてレジューサー１３１に連結し、排気管１６の内径を５０～６０φとす
る。
【００３２】
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　まず、穀物供給ホッパー１０に穀物を満たした状態でリングブロワー１７１を作動させ
ると、排気管１６にある空気が優先的に移動して集塵器１７２を経てリングブロワー１７
１により外部に排出される。
【００３３】
　上記の過程において、排気管１６の空気の移動は、穀物分離管４にある空気の排出につ
ながり、分離管４の空気の移動は、真空ロータリー弁１５が穀物回収ホッパー１４の通路
を閉鎖しているため、さらに搬送管１３にある空気の移動につながる。
【００３４】
　すなわち、リングブロワー１７１の空気の吸入力は、排気管１６、分離管３、穀物吐出
管２及び搬送管１３に存在する空気を順次に排出するときに発生する搬送気流により穀物
供給ホッパー１０にある穀物を外部空気流入口１１から流入する空気とともに搬送管１３
の先端に円滑に流入するように内径の広い流入部１３'に安全に落下させる。このとき、
前記外部空気流入口１１から流入する空気は流入部１３'に吸い込まれながら穀物が流入
部１３'に安全に流入するように案内する役割を果たす。
【００３５】
　次いで、搬送管１３の先端側の流入部１３'に満たされた穀物は、外部流入空気ととも
にレジューサー１３１に連結された内径の小さい搬送管１３であるメイン管路に流入しな
がら密度の増大状態及び圧力の増大状態に切り換わってリングブロワー１７１の空気吸入
力の作用による搬送気流により搬送管１３の末端にある穀物吐出管２まで搬送される。
【００３６】
　次いで、オリフィスの役割を果たす穀物吐出管２の先端を通過した穀物及び外部空気は
、内径の広い穀物分離管３の水平部３１に押し出される。前記分離管３は圧力が低くなる
部分であり、吐出管２の切断傾斜面２１の広い開放空間により搬送される穀物は分離管３
の水平部３１に拡散されながら押し出されるとともに、比重差により穀物は分離管３の水
平部３１の底面に載せられ、一緒に搬送された外部空気及び異物は穀物吐出管２の先端の
上部側に位置する分離管３の上部又は仕上げ板３３の上側に連結された排気管１６に流入
した後に、集塵器１７２及びリングブロワー１７１を経て異物を回収し、空気は外部に排
出する。
【００３７】
　上記の過程が繰り返し行われると、添付の図２に示すように、吐出管２から吐き出され
る穀物は分離管３の水平部３１に拡散されながら次から次へと押し出され、分離管３の水
平部３１に先入された穀物は押し出されて曲面部３２の上側に位置すると、直ぐに落下し
て 真空ロータリー弁15の多数の回転羽根の間に収集され、所定の物量が収集されると、
制御手段（図示せず）を用いてロータリー弁15の回転羽根を時計回り方向に順次に回転さ
せて穀物を穀物加工機械１２に供給する穀物回収ホッパー１４に貯留する。
【００３８】
　このため、本発明は、リングブロワー１７１の空気の吸入力により発生される気流とと
もに穀物を搬送しながらオリフィスの役割を果たす穀物吐出管２及びその切断傾斜面２１
と、圧力差を発生させ、搬送される穀物の拡散及び異物の分離が手軽に行える穀物分離管
３と、排気管１６の入口の位置などのコンパクトな構造により穀物が搬送される間に外部
機器間の衝突の発生が全くないので、穀物が損傷されるという問題を解消することができ
るとともに、製造コストを節減することができるというメリットがある。
【００３９】
　また、添付の図５に示すように、穀物吐出管２から押し出される穀物が比重により分離
管３の水平部３１に積もった後に順次に押し出されて真空ロータリー弁１５に落下しなけ
ればならないが、そうではなく、内部に穀物が更に積もって閉塞される場合には、分離管
３の係合部分を閉鎖する仕上げ板３３の上側に取り付けられた空気噴射ノズル４を用いて
積もった穀物を空気を用いて吹き出してロータリー弁15に向かって落下させることにより
、穀物の搬送作業が円滑に行われて生産性が向上する。
【００４０】
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　以上、本発明の好適な実施形態について説明及び図示したが、前記図示及び説明された
そのままの構成及び作用に限定するものではない。よって、前記実施形態を適切に変形及
び修正可能であるということは当業者であればよく理解できる筈であるため、適切な変更
及び修正と均等物は本発明の範囲に属するものと見なされるべきである。
【符号の説明】
【００４１】
１０　穀物供給ホッパー
１１　外部空気流入口
１２　穀物加工機械
１３　搬送管
１４　穀物回収ホッパー
１５　ロータリー弁
１６　排気管
１７　空気吸引手段
１３'　流入部
１３１　レジューサー 
１７１　リングブロワー
１７２　集塵器
２　穀物吐出管
２１　切断傾斜面
３　穀物分離管
３１　水平部
３２　曲面部
３３　仕上げ板
４　空気噴射ノズル
【図１】 【図２】
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